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委嘱状

会長就任挨拶

2019-2020年度国際ロータリー第2650地区  

会員増強・拡大委員会 地区委員  東山 光秀会員 

2019-2020年度国際ロータリー第2650地区 

ＲＬＩ研修ディスカッションリーダー 安井 清悟会長 

＜２０１９～２０２０年度会長就任挨拶＞ 

                                         安井 清悟会長 

皆様こんばんは。今年度会長を拝命いたしました安井で御

座います。4年前にもこの席に座らせていただき、何せ初め

て会長就任。54歳という若さも手伝って大変緊張をしたこと

を覚えております。しかしながら私はふざけた話をしており

ました。今になってで御座いますが皆様にお詫び申し上げ

ます。会長職終了後はP会長と成りましたがロータリー活動

をサボってばかりいまして、例会の出席もままならず社会

奉仕もそこそこに。といった感じで過ごしてまいりました。今

年の新春例会では大変な事になり、1か月が過ぎ、「やれ

るか」との直前会長からのお話で御座いました。そこから 

2回目の会長研修に臨み、4月を過ぎたころからやっと腰が 

上がった次第です。まだまだ準備不足。至らないところが多くあろうと思いますがどうかよろしくお願いいたします。 

さて「ロータリーはなんぞや」ですが。この世界最大級にして世界最初の国際奉仕団体。元はと言えば、親睦と

奉仕から成り立っております。創始者で御座います「ポールハリス」がシカゴにて仲の良い友人数人と共に、当

時荒れていたシカゴを何とかしようと立ち上げたのがロータリークラブの根源です。とっても偉い方ですよね。と

思われがちなんですが仲の良い友人と多分色々な話をしている内にロータリークラブ設立の話が出たのがきっ

かけだったのでしょうね。つまりポールハリスもはじめは親睦活動をしていたわけで御座います。私もそれにな

らって親睦活動をまずは一生懸命にやろうと思っております。 

昨年度、色々ありましたが仲良くすることが大事で御座います。「何を幼稚な事を」とお怒りの声があるかもしれ

ませんが、大人になりますとそう上手くはいかない時があります。子供同士の関係は簡単明瞭。大人のお付き合

いは複雑怪奇で御座います。 

ポールハリスでも友人だったメルビンジョーンズとは結局、袂を分けたわけですから。その後メルビンジョーンズ

はライオンズクラブを設立していった。ネット検索をすると、その様に書かれています。大人も子供も創始者の様

な偉い人も、一人のロータリアンでも一緒です。まずは皆様が楽しまれる親睦をして、お互いの友情を深めたい

ものです。 

そして奉仕活動で御座います。そもそもロータリーは職業奉仕。そしてアイサーブの原則において成り立って 



会長就任挨拶（続き）

おります。「私は奉仕する」一人のロータリアンが何を奉仕するのか決めてもいいわけです。一人一人の奉仕者

の集まりがロータリアンと理解しております。しかし一人では成しえない奉仕活動がたくさん出てきました。お金

の問題や人と人とのつながりを多くしようとしたら、どうしても一人の奉仕活動は限界があります。   

そのあたりからウイサーブが浮上してきたものと理解しております。ライオンズのように初めからウイサーブ（私

たちは奉仕する）という原則が決まっていたわけではございません。今年の最大の奉仕活動である時計塔の設

置もしかりです。一人のロータリアンがどれだけ一生懸命に時計塔、時計塔、と言っていても時計塔が設置でき

るわけではないのです。奈良西クラブの全てのロータリアンが同じ奉仕活動に理解を示し、その方向に向かっ

ていく必要があります。アイサーブを学んで実践してからのウイサーブと思います。 

そして今年度の役員理事の皆様方。どうかお願いを致します。役員理事と言っても、会社とは違いますんで。多

くの会員の皆様の満足感が得られるような運営をして行かなくてはなりません。その様な中での会員増強。大

変で御座います。一人入っていただいても二人やめられたら一人減です。いくらリクルートをかけても穴の開い

たバケツみたいになったら元もこうもありません。会員さん同士で結束をいたしましょう。そして入会の浅い会員

さんを本当にしっかりとお声がけをしていきたいものです。 

今年度も、8月に入りますと直ぐにガバナー訪問が待ち受けています。そしてそれが終わると、11月には時計塔

の設置除幕式に伴う奉仕事業。12月にクラブ設立50周年記念例会が御座います。50周年の林委員長や吉村

委員長代理を中心に委員会の皆様のお力をお借りして、50年間を祝いたいものです。 

今年度から会長会を正式に立ち上げさせていただきました。当該年度の会長や理事会から諮問があったときの

み活動をいたします。14名のP会長の皆様方。よろしくお願いいたしますと共に高所大所からのご指導を賜りた

く存じます。 

そして副会長職を新設いたしました。会長を経験された方々から副会長を選ぶことで、クラブの大事に備えるこ

とが出来ると思いますし役員の厚みも増すと考えております。 

色々と申しましたが2650地区佐竹ガバナーは「伝統と革新」を地区スローガンに掲げられました。古の都である

奈良での伝統もあれば、50年と言う長い年月をかけてきた奈良西クラブの伝統も御座います。奈良西の一番い

いところは、会員の皆様が仲良くされている事。派閥なるうっとうしいものも無く上手く人間関係が機能している

のも奈良西クラブが誇れる伝統で御座います。 

長い年月の中で少しだけほこりがついただけです。すす払いをすれば直ぐに元に戻ります。会員の皆様で新し

い50年に向かってまいりましょう。今年度の奈良西クラブのスローガン「和」を皆様でお考え頂ければ、今まで以

上に素晴らしい奈良西ロータリークラブに成長していける事と確信しております。どうか多くのロータリアンの皆

様方。私自身、第50代の会長としては、力足らずではございますが一生懸命に頑張りますので力を貸していた

だけますように心中よりお願いを致しまして、会長就任のあいさつとさせていただきます。よろしくお願い申し上

げます。 
 
 



 
 

7  
 
 

 
19 10 4  

56 1962 10 3  
12  

12 10 4
P

P  

18  

( )

SAA

P  
 

 

 
 

2019 2020   
  

 
 

  
 

  
.  

 .   
 .  

 .  
 .  

 .   
   

  
 



 
    

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 


	2019.07.11(p1-2,p5-6)no.3b 2
	2019.07.11(p1-2,p5-6)no.3a 1
	2019.07.11(p3-4)no.3 1
	2019.07.11(p3-4)no.3 2
	2019.07.11(p1-2,p5-6)no.3a 2
	2019.07.11(p1-2,p5-6)no.3b 1



